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古代瓦作りの再現

復元窯での焼成実験見学会

在宅生活を支える地域の力を再認識

認知症高齢者見守り事業講演会

町の発展などに寄与された方を表彰
鳩山町表彰式

大規模な物流拠点を117人が見学
㈱良品計画鳩山センター施設見学会

今宿小の児童らが一流オペラなどを鑑賞
巡回公演事業による合唱公演

「私たちの健康は、私たちの手で」
食生活改善推進員養成講座が開講
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女優の紺野美沙子さんによる

鳩山町親学講座講演会を開催
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　10 月 15 日～ 25 日にかけて、町農村公園内に
ある古代復元窯で、瓦 170 枚などの焼成実験見学
会（主催：町教育委員会）が行われました。焼成
した瓦は、町と事業連携している東京都国分寺市
で整備中の武蔵国分寺跡（講堂）の基壇復元に使
用されます。
　10 月 25 日には、町内外からの見学者が見守る
中、ボランティアの方々が慎重に瓦や瓦塔を運び
出しました。参加者は「焼き物の技術はやってみ
ないと分からない部分が多いため、こうした再現
実験の取り組みはとても貴重で面白い」と話して
いました。

　10 月 31 日、ふれあいセンターで「今だから、考
える～認知症になっても、明るい老後」と題した
認知症高齢者見守り事業講演会（町包括支援セン
ター・町社会福祉協議会の共催）が開催され、約
60 人が、地域で暮らす認知症の方に対して、近所
の住人としてできることについて話し合いました。
　講師の十文字学園女子大学の佐藤陽

あきら

教授は、実
例を交え、地域の支え合いの重要性を訴えました。
各グループでは、さまざまな意見が活発に出され、
参加者は真剣に認知症への問題を考えていました。

　町の発展に寄与し、広く町民の模範となるべき功
績のあった個人および団体を表彰する鳩山町表彰式
が 11 月２日、役場 305 会議室で行われました。
　今年は６人の方が受賞されました。
今宿野球スポーツ少年団認定指導員
鳩山ヤンキーズスポーツ少年団認定指導員
鳩山剣友会スポーツ少年団認定指導員
鳩山柔道会スポーツ少年団認定指導員
鳩山野球スポーツ少年団認定指導員
鳩山野球スポーツ少年団認定指導員

浦川 正人さん
新田 達也さん
石井 利幸さん
鈴木 紀

と し み

美さん
中原 哲彦さん
長谷川 正博さん

　10 月 31 日、株式会社良品計画鳩山センターの
施設見学会（主催：町北部地域活性化推進室）が
行われ、県外からの応募者を含む 117 人が施設内
を見学しました。見学会では、施設概要などの説
明の後、センターの内部を見学。参加者らは「大
きな施設ですごい」と興奮した様子でした。
　センターの運営を行う株式会社アール・ケイ・
トラックの郷澤センター長は、参加者からの質問
に答えた後、「企業活動を通じて地域に貢献し、
鳩山町を盛り上げていきたい」と語っていました。

　11 月 14 日、今宿小学校体育館で文化庁の「文
化芸術による子供の育成事業（巡回公演事業）」が
行われ、公益社団法人 関西二期会の方々による合
唱公演を、同小の児童と保護者らが鑑賞しました。
　公演では、童謡や地域の歌、オペラの名曲など
多彩な曲が歌われたほか、６月に同団体から指導を
受け、その後練習を重ねてきた曲を児童が披露す
る場面も。参加者は「プロの迫力ある歌声を間近
で見ることができて良かった」「歌詞がよく分かる、
きれいな歌声だった」などと興奮した様子でした。

　10 月 29 日、町保健センターで、食生活改善を
通して地域住民の健康増進に向けて活動する“健
康づくりボランティア”としての知識などを学ぶ

「食生活改善推進員養成講座」が開講しました。
　開講日には、全国規模で展開されている推進員
の活動内容やロコモティブシンドローム（運動器
症候群）、高齢期と幼児期の食育について学びま
した。参加者は「まずは自身の食生活を見直すこ
とから始めたい」と意気込みを話していました。

　平成 26 年秋の叙勲で、和田 幸男さん（70 歳・
楓ヶ丘）が瑞宝小綬章を受章されました。和田さ
んは昭和 42 年４月に社会科担当教諭となられて
以来、公立高等学校の教諭、教頭を歴任。平成９
年５月から県立川越西高等学校長に就任後、各校
の校長を歴任し、平成 17 年３月まで、38 年余に
わたり学校教育の発展と充実に大きく寄与されま
した。
　和田さんは、「受章は、びっくりと同時に感激
しました。今は自分を支えてきた周りの方々に対
する感謝の気持ちでいっぱいです。」と受章の喜
びを語っていました。

　10 月 25 日、町文化会館で親学講座講演会（主催：
町親学講座実行委員会、共催：町・町教育委員会）
が行われ、女優の紺野美沙子さんが講演しました。
　紺野さんは、『今、私たちにできること』と題
して、女優業や家庭、親善大使に関しての思いを
語られ、「子どもは大人の背中を見て育つ」「まず
は自分でできることから始めてほしい」と来場者
に呼びかけました。会場からの質問にも丁寧に答
え、「子どもを注意するときは、まずは褒めてから」
などと、ご自身の経験を踏まえてアドバイスして
いました。

瓦塔を、多世代活動交流セン
ター２階活動室にて公開中

13 12


